
り
で
い
ま
す
か
ら
、
生
涯

そ
の
た
め
に
は
健
康
に
助
 

（

、
 

(
 

議
案
第
九
号
 
平
成
七
年
度
金
木

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
予
算
の
件
 

議
案
第
十
号
 
平
成
七
年
度
金
木

町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
の
件

議
案
第
十

一
号
 
平
成
七
年
度
金

木
町
水
道
事
業
会
計
予
算
の
件
 

議
案
第
十
二
号
 
平
成
七
年
度
金

木
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
予
算
の
件
 

議
案
第
十
三
号
 
金
木
町
課
設
置

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

件
 

議
案
第
十
四
号
 
金
木
町

コ
ミ
ユ
 
 ニ

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
五
号
 
金
木
町
運
動
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
件
 

議
案
第
十
六
号
 
金
木
町
営
嘉
瀬

ス
キ
ー
場
設
置
条
例
の
件
 

議
案
第
十
七
号
 
金
木
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
件
 

議
案
第
十
八
号
 
金
木
町
特
別
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
十
九
号
 
金
木
町
教
育
委
 
 員

会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
二
十
号
 
金
木
町
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
二
十
一
号
 
町
道
の
路
線

廃
止
の
件
 

議
案
第
二
十
二
号
 
町
道
の
路
線

認
定
の
件
 

議
案
第
二
十
三
号
 
金
木
町
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
件
 

議
案
第
二
十
四
号
 
金
木
町
企
業
 
 職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
件
 

議
案
第
二
十
五
号
 
金
木
町
公
園

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

件
 

議
案
第
二
十
六
号
 
金
木
町
営
土

地
改
良
事
業
（
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
）
の
施
行
に
関
す
る
件
 

議
案
第
二
十
七
号
 
金
木
町
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件

議
案
第
二
十
八
号
 
特
別
災
害
に

よ
る
被
害
者
に
対
す
る
町
税
減
免

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
 
 部

を
改
正
す
る
条
例
の
件
 

議
案
第
二
十
九
号
 
財
産
の
取
得

の
件
 

議
案
第
三
十
号
 
人
権
擁
護
委
員

推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
件

議
案
第
三
十
一
号
 
人
権
擁
護
委

員
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
件

議
案
第
三
十
二
号
 
人
権
擁
護
委

員
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
件

報
告
第

一
号
 
平
成
七
年
度
金
木

町
土
地
開
発
公
社
予
算
書
提
出
の

件
 

議
員
発
議
 
か
な
ぎ
町
議
会
だ
よ

り
発
行
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
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一
 

《
 

」
 

《
 

一
 

r
 

一
 
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
金
木
三
軒
 

一
町
は
、
金
木
川
沿
い
を
東
西
に
伸
 

一
び
た
細
長
い
部
落
の
中
間
ご
ろ
に
 

一
 

一
 

《
 

」
 

一
 

)
 

一
 

」
 

」
 

今
は
も
う
無
く
な
っ
た
我
が
家
が
 

あ
り
ま
し
た
。
南
に
は
美
し
い
岩
 

木
山
が
見
ら
れ
、
北
に
藤
枝
、
そ
 

し
て
木
材
を
運
ぶ
汽
車
が
通
り
、
 

前
の
道
路
に
は
馬
車
が
た
ま
に
通

る
程
度
で
自
動
車
の
通
っ
た
の
を

見
た
こ
と
が
無
い

…
等
、
思
い
出

は
、
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
斜
陽
館

の
前
あ
た
り
を
起
点
に
し
た
あ
の

勇
壮
な
上
町
、
下
町
の
対
抗
綱
引

き
大
会
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
 

現
役
時
代
は
、
経
理
の
仕
事
を

し
て
い
て
、
会
社
定
年
後
の
第
一
一

の
人
生
と
し
て
、
現
在
も
税
務
及

び
経
理
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

的
な
仕
事
を
し
て
お
り
、
現
役
の

延
長
線
を
歩
い
て
来
た
よ
う
な
感

も
し
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
働
く
つ
も
 
 毎

朝
1
5
2
時
間
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

し
て
お
り
、
月
に
1
5
2
回
は
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
 

最
近
、
マ
ラ
ソ
ン
の
お
か
げ
で
体
  
)
 

調
は
良
好
だ
が
タ
イ
ム
は
不
調
で
 
?
 

)
 

?
 

ョ
，
 

最
後
に
、

一
般
的
に

「甘
露
梅
」
 

は
熱
海
、
小
田
原
が
有
名
で
す
が

金
木
名
物
菓
子
「
甘
露
梅
」
 の
方

が
私
は
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
 

舞
灘
灘
灘
一
 

ま
す
。
 

』
 

9
8
8
'
v8
g
8
'
vA
晃v'
v・v8
合
8
8

・
L
 

帯
り
元
気
雷

算

仙
あ，
 

ト職業 税務、経理のコンサルタント

ト氏名 伊藤忠吉 ト年齢 83歳
ト出身地 金木町三軒町 

ト家族構成 妻と二人暮らし 

《
 

《
 

《
 

」
 

一
 

あなたの善意ありがとうございました。 

▼社会福祉協議会ノ、 
角田昭太郎（朝日町） 	30,000円 
趣旨に沿うよう大切に使わせて頂きます。ありがとう

ございました。 
▼町立保育所‘児童館へ 

山中美智子（上小栗崎） 	I ,000,000円 
退職金の中から「教育の充実を図って下さい。」 と寄 

付して下さいました。 
趣旨に沿うよう大切に使わせて頂きます。ありがとう 

ございました。 

..A ー ..一ー一‘ 	 （敬称略） 



ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

団 

員 

五
月
三
日
、
金
木
北
部
消
防
団

定
期
連
合
観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
の

た
め
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
屋
内
で
の

観
閲
式
と
な
り
、
広
い
体
育
館
に

金
木
、
中
里
、
市
浦
、
小
泊
の
一
】
 

町
二
村
か
ら
二
十
三
分
団
約
七
百

名
の
各
消
防
団
員
が
勢
揃
い
し
、
 

勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
多
数
の
来
賓
が
出
席

し
、
日
頃
の
消
防
活
動
へ
の
感
謝

と
激
励
の
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
 

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
 

（
金木
町
関
係
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

△
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
団
長
 
松

川
 
正
英
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

△
永
年
勤
続
功
労
章
 

分
団
長
 
成

田
 

勉
 

部
 
長
 

藤
田
 

勉
 

班
 
長
 

原
田
 
正
弘
 

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

△
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
前
田
 
勲
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰
 

△
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
消
防
団
第
1
分
団

△
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労
）
 

金
木
町
消
防
団
第
4
分
団

△
勤
功
章
 

副
分
団
長
 
浅
利
 
光
安
 

部
 
長
 
土
岐
 

俊
一
 

団
 
員
 
白
取
 

勝
美
 

会
一
十
五
年
勤
続
章

分
団
長
 
成
田

部
 
長
 
藤
田

班
 
長
 

原
田

△
二
十
年
勤
続
章

分
団
長
 
泉
谷

副
分
団
長
 
原
田

部
 
長
 
西

村

班
 
長
 
西

村

△
十
五
年
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
古
川
 
政
信

部
 
長
 
沢
田
 

孝
夫
 

ク
 

松
川
 
兼
春

班
 
長
 

工
藤
 
繁
勝
 

ク
 

岩
村
 
治
 

ク
 

松
川
 
平
昭

団
 
員
 
徳

田
 
雄
治
 

ク
 

棟
方
美
智
男

△
十
年
勤
続
章
 

部
 
長
 
成

田
加
志
美

班
 
長
 
白

川
 
仁

団
 
員
 
工
藤
 
真
裕
 

ク
 

白
川
 
弘
行
 

ク
 
白

川
 
由
一
 

ク
 

吉
崎
 
孝
雄
 

ク
 

伊
丸
岡
英
昭
 

ク
 

山
口
 
幸
一
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
北
五
支
部
長
 

表
彰
 

分
団
長
 
津

島
 
照
光
 

団
 
員
 
大

橋
 

徹

其
田
 
仲
功

三
上
 

茂

団
連
絡
協
議
会
長
 

部
 
長
 

泉
谷
 
久
友
 

ク
 

山
口
 
善
三
 

団
 
員
 
米
谷
 

慶
明
 

◆
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
会
長
 

表
彰
 

班
 
長
 

工
藤
 
文
裕
 

白
川
 
鉄
也
 

成
田
 
憲
昭
 が

J
』
 

ん
野

さ
芦

郎
r
)
 

五
が

柾
の

田
る

花
い

ー
 

ー
ー
て一

長

っ

会
持

一
 

▲
 
》
 

（
原
一
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平成七年度 

金木北部観閲式 

A消防団員が勢揃いの中表彰式 

11 

弘 利 正 
呈昭修幸 弘勉勉 

団部

員長 部 長 

土岐 

安政 

前今平 
田 

清由 
通治一 

金木短歌会 

十五周年記念 

こ
の
合
同
歌
集
は
、
十
年
間
の
 

間
の
 

「
芦
野
」
 
刊
行
 
会

員
の
自信
作
を総
結
集
した
も
 

た
も
 

の
で
、
全
百
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
 

金
木
短
歌
会
で
は
、
発
足
十
五
 
「
北
の
春
や
が
て
模
の
花
咲
か
ん
 

か
ん

一
 

周
年
記
念
と
し
て
合
同
歌
集
「
芦
 
太
宰
の
町
に
集
ふ
人
び
と
」
 
（原

一
野
」
を
こ
の
ほ
ど
刊
行
し
ま
し
た
。
田
喜
一
郎
）
等
…
季
節
を
折
り
込

芦
野
短
歌
会
と
故
三
上
明
会
長
 
み
な
が
ら
、
格
調
と
品
格
の
高
い
 

ー
の
既
存
の
会
を
、
昭
和
五
十
七
年
 
歌
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

一
に
統
合
し
た
の
が
金
木
短
歌
会
現
 

読
ん
で
み
た
い
方
は
、
中
央
公
 

一
在
、
会
員
十
五
名
。
 

民
館
に
て
貸
出
し
中
で
す
。
 

(
 



祭
が
四
月
二
十
五
日
、
小
田
川
山
 

▲角田助役自ら植樹 

兼春理事長 今
 

▲
 

(
 

(
 

ソメイョシノ 
苗木植樹 

サントピア園生 

七百本の花の苗を植える 

四
月
二
十
四
日
、
大
東
ケ
丘
サ
 
昭

一
）
で
は
、園
生
の
実
習
を
兼

ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園
長
と
化
田
 
ね
、
芦
野
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
 

町
と
営
林
署
に
よ
る
桜
の
植
樹
 
国
有
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

が
四
月
二
十
五
日
、
小
田
川
山
 
植

樹
に
先
立
ち
角
田
助
役
と
尾

崎
営
林
署
長
が

「小
田
川
山
を
芦

野
公
園
に
次
ぐ
桜
の
名
所
に
し
て

い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
0
成

樹
 
田
憲
一
県
議
等
によ
る
祝
辞
が
述

殖
 
べ
ら
れ
、
続
い
て
喜
良
市
小
学
校

自
 
緑
の
少
年
団
の
藤
元
恵
美
さ
ん
が
 

殿
 

「自
然
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
郷

助
 

I
女
ー
ブ
て
ー
ノ七
一ー
ー
 
月
工
ズ
ノ
く
身
 

田
 
土
を
つ
く
る
た
め
活
動
し
て
い
き
 

）
 
ま
す
。
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
集
ま
っ
た
百

名
が
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
苗
木
百
本
を

丁
寧
に
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。
 

「花
時
計
」
に
三
種
類
の
花
の
苗

を
植
え
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
 

ム
の
園
生
二
十
一
人
が
、
マ
リ
ー
 

ゴ
ー
ル
ド
、
ケ
イ
ト
、
サ
ル
ビ
ア

の
苗
七
百
本
を
丁
寧
に
植
え
町
に

寄
付
し
ま
し
た
。
植
え
た
苗
は
、
 

こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
去
年
の

十
二
月
に
園
生
が
ハ
ウ
ス
で
種
ま

き
を
し
た
も
の
。
 

時
計
を
色
と
り
ど
り
に
飾
っ
た

花
は
、
秋
ま
で
長
持
ち
す
る
花
な

の
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
 

行政相談員は 

身近な相談相手です 

金木町土地開発公社

新役員決まる 

町
民
の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
、
行
政
の
行
う
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な

ど
が
あ
っ
た
と
き
、
最
も
身
近
な

相
談
相
手
に
な
る
の
が
行
政
相
談

員
で
す
。
 

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
 

●

理
事
長
 

今
 
兼
春
 

●

理
事
長
職
務
代
理
者
 

角
田
千
代
作
 

●

理
事
 泉

谷
 
義
美
 

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
を
守
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

相
談
方
法
は
、
直
接
電
話
・
手

紙
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

受
け
た
相
談
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

例
や
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
そ
の

後
の
行
政
運
営
に
生
か
す
と
い
う

大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
 

定
例
相
談
日
は
、
 「お
知
ら
せ
版
」
 

を
ご
覧
下
さ
い
。
 

◆
町
の
行
政
相
談
員

角
田
 
ひ
さ
 

金
木
字
朝
日
山
四
一
四

云
五
三
ー
三
一
二
八
 

白
川
喜
美
雄

原
田
勘
衛
門

原
田
 
僚

秋
元
幸
之
進

米
谷
 
健
一
一

近
藤
 
仁

石
戸
谷
欣
一
一
 

●

監
事
 外

崎
 

栄
 

福
長
 
勝
義
 

●

事
務
局
 

企
画
室
 

●

任
期
 

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
 

平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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A花時計の周りを飾りました 

z・” "'h・、、 	1 

A相談員の角田ひささん 



n
、
、
、噴
「
『
賃
胃
国
博
、

§
「
．嘱
．
、喰
、疎
八
バ
ば
、

§
、
、
●
言
、
ー
浅
ほ
n

ー
 

一
 
こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企
画・
進
 

一
行
廿
事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館

一
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
 

ー
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

?
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

石
 

‘

”
 

魚
り
 

＋
甲
田
 
『
 

一
 

，

」

』
，

「1
 

2

山

桑

一
 

「
 
ー
 

鳳
，
 

M

郎
婦
 
一
 

一
 

，
 ‘
 
澄
 
鍬
新
新
 

〉
 

」
★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
】
 

一
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
 

一
 

《
 
ま
た
、
お
二
人
の
お
名
」則
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
一
象
華
〈
 

（
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
口
盟
寺々
た
く
さ
ん
の
持
典
が
あ
り
ま
す
。
 《
 

’かなぎ公民館ブライダル情報 
HAPPY Wedding 
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,
 
J
 

‘・
ー
I
7
!
 

(
 

声
n

舞
一
 

1995.4.2 	 1995.4.23 

新郎 山 中 嘉津志さん（嘉 瀬） 新郎 田 中 伸 明さん（蒔 田） 

新婦 桑 田 美代子さん（喜良市） 新婦 青 山 こずえさん（中里町） 

一
 

一
 

》
 

一
 

（T
E
L
5

3
1
3
5
8

1
)
 

》
 

（T
E
L
5

3
1
3
5
8

1
）
 
《
 

お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

ー
食
生
活
改
善
推
進
員

ー
 

あなたの気くばりで 

きれいな街を 

つくりましよう 

「元
気
で
長
生
き
を
す
る

食
生
活
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
 

昭
和
五
十
四
年
に
、
 「み
ど

り
会
」
を
た
っ
た
四
人
で
始

め
ま
し
た
。
 

こ
れ
が
、
今
や
ヘ
ル
シ

ー
 

メ
ニ
ュ
ー
で
お
馴
染
み
と
な

っ
た
「
食
生
活
改
善
推
進
員
 

（
会長
H
青
山
ユ
キ
）
」
 
の

原
形
で
す
。
 

現
在
の
活
動
は
、
年
に
十

回
、
会
員
が
保
健
セ
ン
タ

ー
 

に
集
ま
っ
て
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
を
よ
く
と
る
料
理
や
環
境

に
も
や
さ
し
い
料
理
な
ど
作
り
、
 

少
し
で
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
食
生

活
を
見
直
し
て
頂
く
た
め
広
報
か

な
ぎ
に
連
続
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
、
も
ち
ろ
ん
作
り
方

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
家
に
持
ち
帰

り
、
復
習
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
他
に
も
活
動
の

一
環
と
し

て
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
 

「胃
、
大
腸
癌
検
診
』
の
際
、
年

一
回
「
ヘ
ル
シ
ー
朝
食
」
 
の
サー

 

ビ
ス
を
今
年
は
、
金
木
、
嘉
瀬
、
 

喜
良
市
の
三
個
所
で
行
い
ま
す
。
 
 そ

し
て
、
金
木
町
は
、
男
性
の
死

亡
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
秋
に

は
、
男
性
参
加
者
を
集
い
、
簡
単

に
作
れ
る
「
男
の
料
理
」
を
開
催

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
参
加
者
無
料

で
す
の
で
お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
 

い
 。

 
「
お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
」
に

ま
だ
載
っ
て
な
い
、
掲
載
し
た

い
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

役
場
企
画
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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▲食生活改善推進員の皆さん ノ
 

ゴ ミの 
不法投棄は 

やめましよう 



(
 

(
 

現
在
、
日
本
人
の
四
人
に
一
人

は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
 こ

れ
ま
で
は
、
 「
がん
死
」
で
最
も

多
い
の
は
胃
が
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
 一
九
九
三
年
、
肺
が
ん
が
胃

が
ん
を
抜
い
て
が
ん
死
者
数
の
ト

ッ
プ
に
立
ち
ま
し
た
。
日
本
の
肺

が
ん
の
増
加
率
は
年
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
世
界
一
の
高
率
で
す
。
 

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
肺
が
ん
が
急

増
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
理

由
は
、
喫
煙
の
ほ
か
、
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気
汚
染
、
 

高
齢
化
、
食
生
活
な
ど
が
複
合
的

に
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
肺
が
ん
の
死
亡

率
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他

の
が
ん
と
比
べ
て
早
期
発
見
が
難

し
く
、
見
つ
か
っ
た
時
に
は
手
遅

れ
で
治
療
が
ほ
ど
こ
せ
な
い
と
い

う
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
原
因
、
危
険
因
子
 

た
ば
こ
が
一
番
良
く
あ
り
ま
せ
 
 ん

。
一
日
に
吸
う
た
ば
こ
の
本
数

に
喫
煙
年
数
を
掛
け
た
も
の
を
喫

煙
指
数
と
言
い
ま
す
り
 そ
れ
が
四

〇
〇
以
上
の
人
は
肺
が
ん
に
な
る

危
険
性
が
高
い
グ
ル
ー
プ
に
入
り

ま
す
。
し
か
し
、
も
し
た
ば
こ
を

止
め
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
肺
が

ん
に
な
る
危
険
性
は
凍
結
さ
れ
、
 

一
〇
年
か
ら
二
〇
年
た
て
ば
最
初

か
ら
吸
わ
な
い
人
の
肺
と
同
じ
く

ら
い
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
 

◇
症
状
 

肺
が
ん
は
、
発
生
す
る
場
所
に

よ
っ
て
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
一
つ
は
、
肺
の
太
い
気
管

支
に
で
き
る
「
肺
門
型
肺
が
ん
」
、
 

も
う
ー
つ
は
、
肺
の
奥
の
方
に
で

き
る
「
肺
野
型
肺
が
ん
」
で
す
。
 

前
者
で
は
、
①
長
引
く
せ
き
、
②

疾
、
③
血
疾
が
初
期
症
状
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
後
者

で
は
、
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
中
高
年
の
人
で
、
風
 
 邪

を
ひ
い
た
よ
う
な
症
状
が
長
引

い
た
ら
、
次
の
項
に
あ
げ
る
よ
う

な
検
査
を
受
け
て
み
て
下
さ
い
。
 

◇
検
査
 

ま
ず
、
容
易
に
行
え
る
の
は
、
 

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
検
査
で
は
、
肺
野
型

肺
が
ん
は
発
見
出
来
ま
す
が
、
肺

門
型
肺
が
ん
は
、
肺
の
血
管
や
心

臓
に
重
な
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
見

つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
特

に
肺
門
型
肺
が
ん
で
は
、
疾
に
含

ま
れ
る
細
胞
を
み
て
診
断
す
る
。
 

「晦
疾
細
胞
診
」
が
有
効
と
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
 「気

管
支
鏡
検
査
」
、
 即
ち
肺
の
カ
メ

ラ
も
普
及
し
、
実
際
に
肺
の
中
を

カ
メ
ラ
で
観
察
し
、
疑
し
い
部
分

を
採
っ
て
き
て
調
べ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
 

◇
治
療
 

手
術
と
抗
ガ
ン
剤
に
よ
る
治
療

が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
あ
 
 ま

り
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
 

二
年
生
存
で
き
る
の
は
一
〇
人
に

一
人
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
い
う
の
は
、
最
初
に
お
話
し
し

た
よ
う
に
、
発
見
さ
れ
た
時
に
は

す
で
に
手
遅
れ
の
場
合
が
多
い
か
 
 ら

な
の
で
す
。
 

二
一
世
紀
は
「
肺
が
ん
の
時
代
」
 

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
危
険
因
子
を
避
け
、
定

期
的
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
是
非
お
勧
め
し
ま
す
。
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つがる 弁 

イ ズ 	~ 
I  

このクイズは若い人の知らない、聞いたことの無い津軽弁を楽しく、再発見 

してもらおうと問題にしたものです。 

Q，「のどしったときがっこのめ」を標準語に直して下さい。 

正解者の中から抽選で3名様に素敵な記念品を差し上げます。どんどん応募 

して下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入のうえ 	 ~ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③つまらなかった記事④ご意見・ご感想~ 

を記入のうえ 

I 〒 037-02 
金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 6月3日当日消印有効。当選者の発表は 6月号に掲載します。 ~ 

たくさんのご応募お待ちしております。 	 I 



はじめまして 

洋g 

俊鼻 

元気で健康に育って 

（母 工藤美智代より） 

健康に育ってほしい 

（母 菊地栄江子より） 

むっちゃん かわいい 

（姉 中谷 葉月より） 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に

届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
 

原
田
 

キ

サ
（
8
0才
）
 

鎌
田
 
武

智
（
8
0才
）
 

白

川
千

代
作
（
7
3才
）
 

泉
谷

ヒ
ヤ
ク
（
9
6才
）
 

小
林
 
き
わ

（8
6才
）
 

鎌
田
 
ハ
チ
エ
（
7
1才
）
 

「
蕩
千
万
次
郎
（
8
5才
）
 

今
 
チ
ナ

（6
2才
）
 嘉川嘉金川金嘉金

瀬倉瀬木倉木瀬木 

サ 

人
口
と

世

帯
 

4 月末現在 前年同月比 

男 5,987人 △ 47人 

女 6,618人 △ 47人 

計 以605人 △ ％人 

世帯数 3,885 	 13 

、 

""I11111川―川広報かなぎ ⑩ 

お
し
あ
わ
せ
に
 

お

く
や
み
 

、
葛
西
 
孝
司
（
兼
美
）
弘
前
市
 
津

田
 
チ
セ
（

8
9才
）
嘉
 
瀬
 

「
阿
部
 
里
香
（
正
一
）
金
 
木
 
白
川
博
右
衛
門

（8
7才
）
蒔
 
田
 

四
月
届
出
分
 

P 
籍 

の 
窓 

中松蛸工三菊松三 

谷橋髪声潟地尾上お 
夢も美噂；i羊g裕g優g成ま一亭 AI、 
月国幸豊季き俊彩ト駄こだ悟d章まて 

舎重、* IE 	念万下 
範彦二昭也一郎義 と

川金嘉川川金金喜 つ 
良 

倉木瀬倉倉木木市 

翁
谷
美
鯛
舞
」
醜
「
 

(“「
讐
「
器
誘
 

霧
軒餌
籍
読
籍
 

羅
真
発
籍
鰐
 

（
夢
難
醜
藍
 

届けました 
4 月 8日ショッピングセンターノア 

東側自転車置場 
布（現金在中）、黒色、二つ折、ビニール 
4 月16日金木町朝日山429 

角田靴スポーツ店西側電話BOX内 
／ 	腕時計（男性用）、シチズン、クオーツ、 
l 	 金属性バンド 
-、、 	4 月25日金木町朝日山200-887 

二一こ、、 	津軽鉄道芦野公園付近空き地 
ト 	“ーー指輪（金色）、ハート型 2個の模様 

s 4月29日芦野公園前 電話BOX内 
ノー’ 財布（現金在中）、茶色、二つ折、合成皮革 
/ 	5月 4日嘉瀬駅前 電話BOX内 
( 	財布（現金・ディズニー腕時計在中） 
( 	5月 5日金木小学校グランド内 
、 	財布（現金在中）、紫色、二つ折、[ungaro] 
A、 5月 7日みちのく銀行 駐車場内 

三＝ニニう風呂敷包（紫色、授色）、蚊帳、布きれ在巾 
1 	、、 一 以上の落し物がありました。いずれも心

ノノ たりの方は、警察署落しもの係りまで 
ノ 	係から 
、 	このコーナーを利用したい方は役場企 

ふご二～  
iし一可一I 


